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要約:福 岡市の高齢者 における地域の災害避難場所の認知について,実 態調査を行い,独 居
高齢者への災害支援のあ りかたについて検討 した.地 域包括ケアシステム と介護の啓発を 目
的 とした集会の参加者258名 を分析対象 とし,基 本属性,フ ォーマルな相談窓 口の認知 と活
用 の有無,活 用 してい る相談窓 口数,地 域の避難場所の認知,楽 しみの有無,情 緒的支援,自
尊感情尺度について調査 した.分 析は同居群 と独居群の2群 の差のカテ ゴリ変数 には χ2検
定,連 続変数 にはMann-WhitneyU検 定行い群間差 を検定 した.そ の結果,独 居高齢者は同居
者 がいる高齢者 よ り有意に高齢で,公 の相談窓 口を知 らず,相 談談窓 口数 が少な く,避 難場
所を知 らず,楽 しみ を有 さず,情 的支援 を受けていなか った.都 市部におけ る高齢者への災
害支援 を充実 させ るためには,特 に独居高齢者 が情的な交流のある生活 の中で,楽 しみ なが
ら社会活動ができる場づ くりを行 う必要がある.ま た,災 害支援の情報提供 は,社 会活動がで
きる場で行 うことが有益であることが示唆 された.
キーワー ド:独 居高齢者,災 害,情 的支援,自 尊感情
The Countermeasure to Living Alone Elderly When Disaster Occurs
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Abstract: The purpose of this study was to countermeasure to living alone elderly when disaster occurs. A total 
of 258 elderly residents participates. A questionnaire included the following scales and items: Disaster  shelter. 
Recognition  a  formal consultation. Take advantage of a formal consultation. Take advantage number of  adviser. 
Recognition a countermeasure. In  life a pleasure. Emotional support. Self Esteem scale. 
The more elderly, living alone elderly than living with family elderly. The living alone elderly did not know that 
Fukuoka-city  hall and town office is daily living consultation. The urban area to progress in disaster counter-
measures, attention to live-alone elderly, whose are provided emotional support, have in  life a pleasure, have a 
place of social activities. 
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Midori NISHIO 
Fukuoka University Faculty of Medical School of Nursing 











1985年 は単身が21%,夫 婦のみが14%,ひ とり親 と子
どもが6%で,2010年 は単身が32%,夫 婦のみが20%,
ひとり親と子どもが9%で あり,更 に2035年 には単身




























九州と筆者 らが開催 した,地 域包括ケアシステムと介
護の啓発を目的とした集会の参加者である.実 施場所
はイオンにて実施した.自 記式質問紙調査に同意が得























は 「全くあてはまらない」 「あてはまらない」 「あて




均値 と標準偏差を用いた.ま た,同 居群 と独居群の差
のカテゴリ変数にはχ2検 定,活 用 している相談窓口
数,情 的支援項 目数,自 尊感情な どの連続変数には
Mann-WhitneyU検 定行い,群 間差を検定した.分 析に
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3.結 果
3.1対 象者の基 本属性
対象者の基 本属性の全体を表1に 示す.調 査に回答
した分析対象者258名 の うち,独 居群は85名(32.9%)
であった.同 居 群は173名(67.1%)の うち,同 居人数 で
最も多いのは2人 暮 らしで,次 いで3人 暮 らしであっ
た.対 象者全体の平均年齢は71.6歳(SD6.64)で あ り,
独 居群では74.4歳(SD7.06)で,同 居群では70.2歳(SD
6.00)で あった.同 居者 よりも独居者が有意 に高齢 であ
った(p<0.001).
対象者の性別は 独居群 では男性 が29.9%,女 性が
79.3%,同 居群では男性39.9%,女 性60.1%で あった.
主観的健康感は,独 居群 と同居群共に 「まあ健康」が
最 も多 く,次 いで 「あま り健康でない」であった.日 常
生活 の援助を有す る者は,独 居群41.1%,同 居群30.1%
で有意差 はなかった(p=0.076)．
<表1>




















表1高 齢者の概要 全体n=258 独居群n=85 同居群n=173





































表2社 会との繋がりや自尊感情など 独居群n=85 同居群n=173






















































た質問紙調査を行い,独 居高齢 者の避難 場所の認知や
社会資源や支援,自 尊感惰について実態を明らかにし












であった.全 国における65歳 以上の独居と2人 暮らし























行 うべきとい う意識を,多 くの住民が持っている状況
下では,被 災者が多いと予想 されることから[12],住
民が協力 し合い意識を高めることが必要 とされる.現
在,福 岡市は市民への災割 青報を,災 害メール,LINE,
Twitterな どを用いて発信している.ま た,市 民からの
相談窓 口を開設 し,災害情報 や生活を継続するための
社会資源 を発信 している.し かし,今 回,福 岡市や居
住区が生活の相談窓口であることを,独 居群は同居群
よりも知 らないことが明らかとなり,独居高齢者は公





に同居群 より少ない.孤 独lonelinessと 社会的孤立
social isolationを区別したタウンゼン トによると,社会
的孤立の定義は 「家族やコミュニティとほとんど接触
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して,災 害清報を知 らせる方法としては,シ ョッピン
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